
 

 

 

 

  

■気象の概況 

当時の中央気象台の天気図（７月２３日）の「摘要」によると、低気圧は四国と瀬戸内海に中心がある（午前

６時）。その後、瀬戸内海の東部で大雨、岡山では１３０ミリの雨が降っている（午後２時）。低気圧の中心は日

本海に抜けたが、風雨は収まっていない（午後１０時）。 

 

 

「天気図」明治 25 年 7 月 23 日付 中央気象台 1892-07. 
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明治２５年７月台風 
明治２５（１８９２）年７月２３日～２４日 



■被害の状況 

７月２３日夕方から２４日にかけての暴風雨により岡山県内では真庭市久世で降雨量が２４７ミリに達し、

岡山市街地は大半が浸水するなど県内全域に多大な被害を残した。全域の被害状況は以下の通りである（岡山

県土木部防災砂防課ウエブサイト「岡山県の砂防の歴史」）。 

 

 死者  ７４人       浸水家屋２６７２２戸 

 負傷者３３９人       橋梁墜落２５３９橋 

 流出・全壊家屋３１８８戸  山崩れ４５７９か所 

 半壊家屋 ２２２１戸 

 

うち旧上道郡（現在は岡山市）の被害について矢田俊文（新潟大学フェロー）が「明治２５年台風と岡山県上

道郡の被害」と題して検証している。それによると①旭川と百間川の合流地点や百間川と砂川の合流地点の堤

防が決壊②上道郡の被害は溺死者（１１人）、流出家屋（２０６戸）、浸水地（５９０７町＝５８５７ヘクター

ル）が多く、とりわけ床上五尺（１・５メートル）以上の浸水家屋（１０５９戸）、浸水地（５９０７町）は県

内で最も多い③堤防が決壊した高島村と光政村で溺死者が出ており、溺死者１１人のうち９人がこの２つの村

から出ている。当時の堤防決壊がいかに重大な事態を引き起こすかを物語っていよう。 

 

 

 

夏目漱石の被災 

 

夏目漱石（金之助）は明治２５年の夏に岡山に逗留している。亡くなった次兄栄之助の元妻小勝の

実家片岡家（現在は岡山市北区内山下、県庁舎南辺り）と小勝の再婚先である医家の岸本家（現在は

同市東区金田）を訪ね歩き、歓待されている。この間、帝国大学（現在は東京大学）を落第して退学

を決意した友人の正岡子規に手紙を書き「鳴くならば満月になけほととぎす」と句を添えて励ます。

ところが子規に手紙を書いた３日後の７月２２日から２３日にかけて旭川が氾濫する大水害が発生。

片岡家も床上浸水し、漱石は当初は上流から流れてきた牛や藁屋を面白そうに眺めていたが、足元が

つかり始めると一転、自分の本が入った柳行李を担いで県庁のある天神山へ一人で避難したという。

その後、土地の有力者の光藤家に避難先を移し、8 日目に片岡家に帰ると「心配していたのに」とな

じられるが、親戚の預かり物である漱石を真っ先に避難させた片岡家の事情と漱石の性格がよく分か

る逸話である。 

参考文献・岡山文庫２８０「岡山の夏目金之助（漱石）」 
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